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前学期終業式で生徒に次のような話をしました（要約です）

めんこがられる人になってほしい！
四つのしつけ 「 うそをつかない 人に親切にする ルールを守る 勉強をする 」

将来、働いて自立した生活するために、中学校時代に様々な力を身に付けておく必要があります。

先月半ばに「四つのしつけで、子が高所得に？」という報道記事がありました。下の四つのしつけ

を受けた人は、受けてい 四 つ の 「 し つ け 」

ない人よりも年平均所得

が約８６万円高いという

調査結果があるそうです。

お金のためだけに生き

ている訳ではありません

が、私は、「四つのしつけ」

は、人間として生きるた

めの基本だと思います。

小さな子どもならば、「しつけ」は大人の責任です。しかし、中学生にもなれば、大人の責任と共に、

皆さんの良く生きたいという自覚が大切です。私は、皆さんが将来就職して、職場や地域の方々に信頼

され「めんこがられ」より良い生活を送ってほしいと願っています。そのためにも、中学校時代に「四

つのしつけ」をしっかり身に付けてください。

今日は、前学期の終業式で大きな節目です。四つのしつけ、今から実践してほしいと思います。

保護者の皆様、学校は生徒同士の関わり合いの中で、将来より良く生きるための力を育む所です。し

かし、しつけに関しては、当然家庭の役割も大きいと思いますので、後学期も、ご家庭の皆様と協力し

て「しつけること」に取り組んでいきたいと思います。よろしくお願いします。

栄 光・栄 誉
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秋深し、角中生は何を頑張るの？

心配された台風２５号も、呆気ないほど簡単に通り過

ぎまずは一安心です。１０月の半ばを迎え、さらに秋の

深まりを感じる季節になりました。

「秋深し、隣は何をする人ぞ」という言葉があります。

明日から６連休になりますが、この期間に、前学期をし

っかり反省して、後学期に何を頑張るかを角中生一人一

人が明確にしてほしいと思います。

特に３年生は、「受験勉強を頑張る」だけでなく、何を

どのように頑張るか具体的に考えてほしいと思います。

ルールを守る 勉強をする人に親切にするうそをつかない

生け花にも秋を感じさせられています（校長室）


